
統合エンゲージメントを推進する
「岡⼭⼤学グローバル・エンゲージメント・センター」
の設置に向けて

那須 保友 岡⼭⼤学⻑
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統合エンゲージメントを推進する「岡⼭⼤学グローバル・エンゲージメント・センター」
〜地域中核拠点⼤学の国際化によるソーシャルインパクト（SI）共創のアクションタンク〜

SDGs達成のためのESDを全学展開し、国際的な教育研究

拠点となるべく組織化することと、UGAに係る高度専門マネジメント人材の組織化は

、他大学では例が無く、国内他大学のモデルとなりうるものである。大学の中枢機能

として、自律的・戦略的な統合エンゲージメント型の経営によるSI創出の持続性が期

待できる。具体的には、国連・国際機関と連携した世界水準の教育研究拠点の構築

に向けた、UNCTAD「若手女性研究者受入れプログラム」、UNESCO「前例のない未

来のユネスコプログラム（協働するための２０の世界を代表するユネスコチェアの1つ

に選出）」、「おかやま夢育イニシアチブ事業」（岡山県・One Young World （OYW）と

の連携事業）などの取組みを通して、国際的なSI創出による発信力及びプレゼンス

が向上し、ESDのデジタル教材によるマイクロクレデンシャルの構築、大学院におけ

る教育プログラムの開発や学生の受入れ、学生スタートアップ、大学発ベンチャーな

どが期待される。

期待される成果教育研究組織の概要

本事業の
ダイヤグラム

統合
エンゲージメント型

SDGｓ大学経営

は、センターによる事業マ
ッチングを示す

CLSプログラム修了⽣が
フルブライト奨学⽣として再留学

グローバル・エンゲージメント

内閣府・各省庁
JETRO・⾃治体
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OYW
次世代リーダー
世界サミット

UNESCO
ESD for
2030

UNU
SDG-UP
⼤学連携

UPEACE
/ECI

地球憲章

各部局等の教育・研究・社会貢献事業

キャンパス・
エンゲージメントセ ン タ ー 長

高度専門マネジメント人材（UGA）

実績と成果

S I プ ロ ジ ェ ク ト の 共 創

UNCTAD
STI for
SDGs

⽶国務省
CLS

重要⾔語奨学⾦

ローカル・
エンゲージメント

「グローバル・エンゲージメント・センター」は、SDGs推進研究

大学経営の下、第4期試行的に形成した高度専門マネジメント人材「大学グローバル・アドミニ

ストレーター （UGA）」を中核にしたグローバル・エンゲージメント・オフィスを組織整備すること

により、世界で進められている「社会のための大学の国際化（Internationalization in Higher 

Education for Society: IHES）」に向かって、大学の国際化によるキャンパス内外の３つのコミ

ュニティ（キャンパス、グローバル、ローカル）へソーシャルインパクト（以下、SI）を統合的に進

めるアクションタンクである。

大学の国際化のためにキャンパス・エンゲージメント（共修環境や研究によるソーシャルイ

ンパクトなど）を強化することと併せて、国連・国際機関との直接連携によるプロジェクトの共

同構築を行い、さらに地域との連携強化によるグローバルとローカルのキャンパス外のコミュ

ニティへエンゲージメントすることを含めて、「統合エンゲージメント（キャンパス・エンゲージメ

ント、グローバル・エンゲージメント、ローカル・エンゲージメント）」を達成するために「大学の国

際化によるSIを生み出すエコシステム」を創出するエンジンとして機能する組織である。

グローバ
ル⼈材育
成院/教育
推進機構

社会共創
本部

マッチング マッチング

橋渡し 橋渡し

橋渡し・協働副チェア
協働協働

統合エンゲージメントを推進する
「岡⼭⼤学グローバル・エンゲージメント・センター」の設置に向けて



H20〜
2008

H26
2014

H27
2015

H28
2016

H29
2017

H30
2018

R1
2019

R2
2020

世界の
潮流

岡⼤
ESD

SDGs
の取組

ESD
教師教育

ユース
SDGs

活動の⽀援
と教育

国連ESDの10年

国連総会
ESDは全て
のSDGsの
実現の鍵

ESDに関するグローバル・アクション・プログラム

2007
ESD

ユネス
コチェ
ア設置

2019 国連本部HLPサイド
イベント｢ESD for 2030｣
学⻑がSDGs⼤学
経営の取組発表

ESD for 2030

第40回ユネスコ総会
ESD for 2030提唱

倫理的な枠組みとして
地球憲章の推奨

国連SDGs
⾏動の10年

スタート

国連
総会

SDGs
提唱

国連 SDGs（持続可能な開発⽬標）: SDGsは2030年に向けての世界共通の到達⽬標

2014 「国連
ESDの10年

最終会議・ユ
ネスコスクー
ル全国⼤会」
岡⼭市と共同

開催

2020 スイス⾼等教育サミットで
ESD教師教育のアジア・欧州連携

SDGsターゲット4.7達成を岡⼭からアジアへ世界へ
2020 『持続可能な開発⽬標のための
教育-学習⽬標-』ユネスコと共同出版

2020 地球憲章国際本部とMoU締結

（地球憲章国際審審議会委員に選出）

2019 OYW
ロンドン⼤会

岡⼤⽣グローバル
ステージ登壇

⽇本政府「SDGsアクションプラン」(①Society5.0 ②地⽅創⽣ ③次世代･⼥性エンパワーメント)

2017
「SDGsの達
成に向けた
RCE第⼀回
世界会議」
開催

2018.3国連主催
第2回SDGs世界
会議
登壇

2010
第１回
OYW
ロンドン⼤会
開催

2015 OYW
バンコク⼤会

参加

2016  OYW
オタワ⼤会

参加

2017  OYW
ボコタ⼤会

参加

2018  OYW
ハーグ⼤会

参加

2020 CLS
夏期オンラインラインコース

2019 ⽶国国務省 クリティカル
･ランゲージ･スカラシップ
(CLS) ⽇本スタート︕

2020.4 岡⼭⼤学グローバル・エンゲージメント
・オフィス 開設

SGU事業（2014〜2023）
2019 SDGs  
アンバサダー制度

グローバル実践型
社会連携教育

グローバル・エンゲージメント戦略と岡⼭⼤学ESD/SDGs

2020 UNCTADとMoU締結
STI for SDGs ⼈材育成

(途上国若⼿⼥性科学者)
2019 ESD教師教育世
界⼤会をヨーク⼤学
と 共同開催

2018/2019 
アジア太平
洋ESD教師
教育会議
開催

2018 アジア
ESDワーク

ショップ開催

地 域 と 地 球 の 未 来 を 共 創 し 、 世 界 の ⾰ 新 に 寄 与 す る 研 究 ⼤ 学

教育

研究

社会



R3
2021

R4
2022

R5
2023

R6
2024

R7〜R12
2025〜2030

世界の
潮流

岡⼤
ESD

SDGsの取組

ESD
教師教育

ユース
SDGs

活動の⽀援と
教育

2022 OYW
マンチェスター⼤会
Summit Hive in
Okayama開催
世界4拠点の⼀つに︕

ESD for 2030 (持続可能な開発のための教育︓SDGs達成に向けて)

2021.5 ユネスコ World
Conference on ESD
ESDの新しいロードマップ
を世界で共有( ベルリン)

国連 SDGs（持続可能な開発⽬標）: SDGsは2030年に向けての世界共通の到達⽬標

2020-2023 科研 国際共同研究強化B 気候変動教育推進のアジア教師教育プロジェクト

2022 ESD for 2030 ユネスコ・パリ本部
ユニツイン／ユネスコチェア30周年記念会議
パネリスト登壇
ユネスコ／⽇本ESD賞審査委員⻑ アブゼ・ジグマ王⼥本学訪問

2021 ヨーク⼤学国際会議
「持続可能な包摂的国際化」
招待及びスピーチ

2022 UNCTAD 
国連CSTD会議メインステージで登壇

2021 UNCTAD
⻑期プログラム
短期プログラム

2021 
OYW

ミュンヘン
⼤会
参加

2022.10                    
第77回国連総会
国連教育変⾰
サミット

2021 CLS
夏期オンライン
コース

2021-2024JSPS 研究拠点形成事業 SDGs達成に向けたESDの教師教育の先端拠点形成

SGU事業（2014〜2023）
2022
おかやま夢育イニシアチブ（ユネスコチェア講座）
県教委、岡⼤、OYW連携

CLS2期⽣
ナタリーさん
地域研究
再留学

2021.10 社⽂研
博⼠前期SDGs学位
プログラム 設置

2021.4社⽂研
博⼠後期社会⽂化学専攻
国際教育講座 設置

グローバル・エンゲージメント戦略と岡⼭⼤学ESD/SDGs

2022 地球憲章・ローマクラブ
国際会議 本学トロフィー授与
及び登壇

2021 国連平和⼤学
とMoU締結

2021.5 ESDに関する
ユネスコ世界会議発表

2022 CLS
夏期オンライン
コース

地 域 と 地 球 の 未 来 を 共 創 し 、 世 界 の ⾰ 新 に 寄 与 す る 研 究 ⼤ 学

教育

研究

社会

2023 CLS
4年ぶりの対⾯実施

2023.9 地球憲章
シンポジウム開催

2023.5 UNCTAD 
若⼿⼥性研究者のプログラムがSDGs のための科学技術
イノベーションに関するフォーラムにおいて国連本部で展⽰

2023 OYW
ベルファスト⼤会 参加

岡⼭県教育庁が⾼校⽣
1名をOYWサミットに派遣
する制度を開始、共に参加

2024 
OYW

モントリオール
⼤会
参加

2023. 9
地球憲章
シンポジウ
ムにOYW
参加⾼校
⽣が登壇

2024.5 2030アジェンダを加速させる
前例のない未来のユネスコプログラム構築
本学ユネスコチェアは、世界を代表する20
のユネスコチェアとして⽇本から唯⼀選出

2024.4 ユネスコ
国内委員会ユネス
コ次世代委員会に
本学学⽣を推薦

2024.7  ⽂部科学省「ユネ
スコ⻑期インターンシップ「ユネ
スコ研修プログラム」
本学学⽣をパリ本部に派遣

2024.9
国連総会「国連未
来サミット アク
ション・デー」

2024.4 UNCTAD 
国連CSTD年次会合
サイドイベントの実施

2024.9 国連⼤学⻑による
講演会開催「国連⼤学と
SDGs推進に果たす役割」

2024 CLS
対⾯実施

2024
教養教育科⽬の開設
「地球社会の課題解
決を仕事に-世界の次
世代リーダーから学ぶ
キャリア-」

2024 JSPS 研究拠点形成事業 本学で国際会議を開催

2023.12 ESD-Net2030グローバル会合に藤井教授（教育）がパネリスト参加

2023 ユネスコチェア
設置認可更新
（〜2027）

2023 ユネスコチェア
ユースアンバサダー制
度設⽴

⼤学の国際化によるソーシャルインパクト創出⽀援事業
（2024〜2029）

CLS1期⽣
デビッド君
地域研究
再留学

2025 
OYW

ミュンヘン
⼤会

参加予定

2024〜 ⽂部科学省ユネスコ⻑期インタ
ーンシップ「ユネスコ研修プログラム」

2025.4 
グローバル・エン
ゲージメント・
センター設置

2024.9 UNCTAD 
⻑期プログラム
第1期⽣が修了

⽇本政府「SDGsアクションプラン」(①Society5.0 ②地⽅創⽣ ③次世代･⼥性エンパワーメント)

2022.9    
国連本部
Youth Office
設置

2023.4 国連⼤学SDG⼤学連携
プラットフォーム
サステナブルキャンパス分科会座⻑



グローバル・エンゲージメント戦略
国連貿易開発会議（UNCTAD）との直接的連携

■UNCTAD短期研究者受⼊れプログラム (2020年度開始)

■UNCTAD⻑期プログラム (2021年度開始)

→プログラム1期⽣が博⼠号取得 (2024年度)

包括連携協定

国連が選出

2020年1⽉︓UNCTADと
包括連携協定 締結

2023年5⽉︓ジェンダーギャップに関
する世界的なイニシアチブ
“SHE in STI”の代表事例に選出

アフリカ・ASEAN⼈材育成プログラム

UNCTAD-Thailand連携プログラム
事
業
の
横
展
開 → SDGs達成のための科学技術イノベーションの

⼈材育成を岡⼭から世界へ先導

UNCTADは本学プログラムを参考に
タイ政府と連携プログラムを開始

2024年4⽉︓CSTD年次会合において、公式サイドイベントを実施。
本学の⼈材育成プログラムに参加した若⼿研究者も登壇し、
プログラム参加が与えた意義などの体験談を世界に向けて発信。

2024年1⽉︓協定期間更新
これまでの取組実績が評価され

5年間の期間延⻑

国連CSTD年次会合で世界に発信 (ジュネーブ)

イ
ン
パ
ク
ト



⽶国国務省との直接的連携

重要⾔語奨学⾦(CLS)プログラム

フルブライト奨学⽣

CLSプログラム修了⽣がフルブライト
奨学⽣として再留学

再留学

2020年度 ⽶国より「Acing(最優秀)」の⾼評価

→ トップレベル若⼿⼈材の
新たなキャリアデザインを提供

2019年度に⽶国国務省CLSプログラムのパートナー校に採択

全⽶から選抜されたトップレベルの学⽣を累計144⼈受⼊れ

⽇本語授業の他、SDGsをテーマにしたPBL学修を実施



次世代リーダーネットワークへの参画

2015年からOYWサミットに毎年2名の学⽣代表を派遣
2019年のロンドン⼤会では、
世界ユース代表としてグローバルステージに登壇

OYWサミットの地域拠点（北⽶:ニューヨーク、南⽶:サンパウロ、
アフリカ:ヨハネスブルク、アジア:岡⼭）で開催されたイベント（2022）

One Young World（OYW）への参画 おかやま夢育イニシアチブ
岡⼭県教育委員会との連携事業

190ヵ国以上から次世代リーダーが集う世界最⼤級のユースサミット(One Young World)
SDGsの枠組みを理解し、世界に伍するレベルでグローバルリーダーシップを育成する機会を提供

2024年カナダ・モントリオール⼤会

地
域
ष
भ
波
及
効
果

本学と連携し、
県内⾼校⽣をOYWに派遣おかやま夢育イニシアチブ


